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平成 28 年 ｢病院年報｣ 発刊にあたって

　平素は地域の皆様には当院の運営にご協力賜り感謝申し上げます。

　このたび「平成 28 年度年報」が完成しましたのでご案内させていただきます。

　来年度は医療・介護の同時改定の年となり、いわゆる 2025 年に向けて大きく制度が変わるであろうと

予測されています。そういう制度改革の元になるのは各種データです。昨今 AI の急速な進化により、ビッ

グデータを簡単にスピーディーに処理できるようになりました。恐らく今後 10 年以内に情報環境は激変

すると思います。我々の医療業界もこの進化についていかねばならず、いや進化させねばならないと考え

ます。DPC によるデータ提出のみならず、様々な基礎データの開示は必要不可欠で、病院年報は紙媒体

ではなくデジタル化されたデータ提供が義務化されるのは時間の問題です。いずれネットで公開するのは

一般的になるのではと思います。

近未来の医療界における変化の解は、以下のキーワードが重要と思われます。

・ビッグデータ活用

・子供保険

・外国人就労者

・ロボット

・保険外負担

変化する周辺環境に順応し、これらを現場に落とし込み、永続的に地域住民の安心、安全の一端を担う重

要な任務が我々の使命であります。

　平成 29 年の当院が掲げる二文字標語は「有機」としました。有機体などの有機です。その意図すると

ころは、全体を構成しているしっかりした各個（職員）が互いに密接な“連携”と“統一性”を持って一

つの有機体（医療機関）を成していることです。またこれは国が目指す地域包括ケアシステムにも当ては

まるのではないでしょうか。全体（中学校区範囲）を構成しているところの各部分となる医療、看護、介護、

福祉事業者が互いに密接な連携と統一性を持つことで、地域包括ケアシステムが出来上がると思います。

　当院は、このような地域包括ケアが実践されることで、地域の皆様が安心して住み慣れた場所で暮らせ

るよう医療面で支援できると考えます。

　今後とも皆様のご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

平成 29 年 4 月吉曰

医療法人全心会 　　　　

理事長　切東　喜久夫
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現　況第１章

院 内 組 織 図1.

各 診 療 科

薬 局

放 射 線 科

検 査 科

リハビリテーション科

栄 養 科

3 階 病 棟
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手術室 ･ 中材

外 来

訪 問

医 事

経 理

営 繕

医療福祉相談室

地 域 連 携 室

診療録管理室

情報システム管理室

ケアプランセンター

ヘルパーステーション

診 療 部 門

コメディカル部門

看 護 部 門

事 務 部 門

在宅センター

看護部長

事務局長 送 迎

清 掃

副院長

院　長
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⑴ 名 　 　 称 医療法人　全心会　寝屋川ひかり病院

⑵ 所  在  地 大阪府寝屋川市石津元町 12 番 20 号

⑶ 開  設  者 切東　喜久夫（理事長）

⑷ 管  理  者 南　尚文（院長）

⑸ 診  療  科

（ 9 科 ）

外科　整形外科　内科　胃腸科　泌尿器科　皮膚科　形成外科

放射線科　リハビリテーション科

⑹ 病 院 種 別 一般・複合病院

⑺ 病 床 数 84 床（一般急性期 30 床・地域包括ケア 21 床・療養型 33 床）

⑻ 面 　 　 積 【敷地】1402.10　㎡　/　【延床】2755.34　㎡（４階建）

⑼ 看 護 体 系 10：１

⑽ 施 設 基 準

お よ び

届 出

一般病棟入院基本料 10 対 1

療養病棟入院基本料１

地域包括ケア入院医療管理料１

急性期看護補助体制加算 50 対 1

感染防止対策加算 2

患者サポート体制充実加算

診療録管理体制加算 2

医療安全対策加算 2

救急搬送患者地域連携受入加算

後発医薬品使用体制加算１　

薬剤管理指導料

ニコチン依存症管理料

夜間休日救急搬送医学管理料

がん治療連携指導料

医科点数表第 2 章第 10 部

　手術の通則の 5 及び 6 に掲げる手術

検体検査管理加算（Ⅰ）

CT 撮影及び MRI 撮影

運動器リハビリテーション料（Ⅰ）

脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅲ）

呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）

入院時食事療養（Ⅰ）

入院時生活療養（Ⅰ）

⑾ 指 　 　 定 二次救急告示、労災保険指定、生活保護法指定

原爆医療指定医療機関、結核予防法指定医療機関

⑿ そ の 他

認 証

ISO9001:2008 認証取得

日本医療機能評価機構認定

全館禁煙宣言医療機関

⒀ 職 員 数 医 師 8 臨 床 検 査 技 師 2 相 　 談 　 員 2

看 護 師 27 理 学 療 法 士 9 事 務 員 16

准 看 護 師 9 歯　科　衛　生　士 1 営 　 　 　 繕 10

ケ ア ワ ー カ ー 17 管 理 栄 養 士 2 在 宅 7

薬 剤 師 2 栄 養 士 1 そ 　 の 　 他 8

放 射 線 技 師 3 調 　 理 　 師 4

概 要2.
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平 成 元 年 12 月

平 成 10 年 10 月
平 成 14 年  7 月
平 成 14 年  8 月
平 成 16 年 10 月
平 成 17 年  5 月
平 成 17 年  8 月
平 成 19 年  5 月
		
平 成 20 年  2 月
平 成 21 年  9 月
平 成 21 年 11 月
平 成 21 年 11 月
平 成 22 年  4 月
平 成 22 年  6 月
平 成 22 年  7 月
平 成 23 年  3 月
平 成 23 年  4 月
平 成 24 年  4 月
平 成 24 年 11 月
平 成 25 年  1 月
平 成 25 年 12 月
平 成 26 年  4 月
平 成 26 年  8 月
平 成 26 年  9 月
平 成 26 年 10 月
平 成 27 年 10 月
平 成 27 年 12 月
平 成 28 年  3 月
平 成 28 年  9 月

寝屋川ひかり病院開設
初代院長 切東喜久夫
MRI 棟増設
リハビリ室、2 階、3 階、4 階の増改築
4 階に療養病床設置
救急外来室など増築、診察室改築
全館禁煙実施
ISO9001：2000 取得
医療法人化、医療法人全心会寝屋川ひかり病院となる
理事長兼院長 切東喜久夫
新院長 南尚文就任
寝屋川ひかりケアプランセンター併設
敷地内全面禁煙実施
通所リハビリテーション開設
ISO9001：2008 へ更新
3 階に亜急性期病床設置
日本医療機能評価機構認定病院となる
0.4 テスラ常伝導 MRI へ、16 列 CT へ装置更新
託児所キッズひかり開設
3 階亜急性期病床を 3 床増床
ICT の推進（看護支援システム「BEAR-LIGHT」や勤怠システム導入）
在宅センター開設（ヘルパーステーション新規開設、ケアプランセンター移転）
地域医療連携室の体制強化
通所リハビリ室の改装
亜急性期病床 13 床を地域包括ケア病床へ転換
整形外科及びオペ体制の再構築
院外処方へ移行
病院機能評価 (3rdG:Ver1.1) を受診、日本医療機能評価機構認定を更新
地域包括ケア病床を 8 床増床 (13 床→ 21 床 )
医事システムを更新　　院内照明の LED 化　　
オーダリングと病棟看護支援システムを導入

沿 革3.
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ひかり輝く心身であれ

患者様の立場になって考えよ

責任を持って行動せよ

1

2

3

理　　念

運営方針

1. 相互理解

2. 高質安全

3. 地域貢献

4. 医療達携

5. 品質改善

医療と看護を受ける側 ･ 提供する側の相互理解を深め、患者さま本

位の医療と看護を提供します。

常に時代に即応した高質で安全な医療と看護を提供します。

地域住民の方の救急医療及び健康増進に貢献します。

他の医療機関、介護施設との連携を図り、健康と福祉を支援します。

医療サービスにおける品質マネジメントシステムに適合し、その

有効性の継続的改善を図ります。

理 念 や 方 針4.
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1. 平等な医療

2. 個人の尊厳

3. 自己決定権

4. セカンドオピニオン

5. 個人情報の保護

6. 医療の情報開示

1. 情報提供

2. 時間的協力

3. 意思表示

4. 医療・療養環境

公平に、適切でかつ良質な医療を受ける権利があります。

尊厳ある個人として、その生命・身体・人格が尊重されます。

説明を十分に受けた後、その検査法、診断、治療法に対して自由に選択、決定する

権利があります。

医師や医療機関を自由に選ぶ権利があり、また別の医師の意見を求める権利が

あります。

診療上の個人情報を守られる権利があります。

ご自分の症状や医療の内容に関して、必要な情報を求める権利があります。

適切かつ迅速な医療を受けるために、自らの身体状況等、必要とされる情報を可

能な限り、正確かつ迅速に医療提供者に伝える義務があります。

医療提供者から十分な情報提供を受けるために、本人及びご家族の時間的協力が

必要です。

医療提供者から十分な医療情報の説明を受けた上で、診断・治療方針の決定につ

いて、自らの意思を明らかにする必要があります。

全ての患者様が適切な医療を受けられるように、患者様相互のより良い医療・療

養環境に配慮する義務があります。

患者様の権利

患者様の責務



8

Neyagawa Hikari Hospital

平成29年　病院目標

二文字標語

「有機」

①	 アウトカム思考の浸透

②　電カルの機能拡張

③　入院率 90％の維持

④　ISO9001:2015 版への更新

⑤　職員を 100 人以上覚える
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過去の二文字標語

平成 28 年　 地　域
　　 27 年　 承　認
　　 26 年　 徹　底
　　 25 年　 育　成
　　 24 年　 一　歩
　　 23 年　	即　行
		  22 年	 幸　運
		  21 年	 不　撓
		  20 年	 立　場
		  19 年	 挨拶と感動
		  18 年	 限　界
		  17 年	 公　開
		  16 年	 予　知
		  15 年	 感　謝
		  14 年	 変　化

平成28年　病院目標

二文字標語

「地域」

①	 4 月介護報酬改定へ
　　の対応

②　電カルの順調稼働

③　地域包括ケア 21 病
　　床の活用

④　ISO9001:2015 版
　　への更新

⑤　地域で暮らすことへ
　　のアシスト

⑥　職場クラブ活動の推進
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委 員 会 組 識 図5.

※ すべての委員会において会議を行っている。

　 その会議の名称は委員会の名称と同名。

　 また、上記に含まない部署内の会議もある。

院内感染対策委員会

医療安全管理委員会

輸 血 療 法 委 員 会

精 度 管 理 委 員 会

褥 瘡 対 策 委 員 会

薬 事 審 議 委 員 会

栄 養 委 員 会

療養病棟運営委員会

在宅医療促進委員会

MRI 促 進 委 員 会

診療情報管理委員会

レ セ 対 策 委 員 会

I T 委 員 会

教 育 委 員 会

品 質 管 理 委 員 会

広 報 委 員 会

環 境 風 紀 委 員 会

安 全 衛 生 委 員 会

レクレーション委員会

医 療 材 料 委 員 会

医療ガス安全管理委員会

倫 理 委 員 会

責 任 者 会 議

委員会リーダー会議

医 局 会 議

看 護 師 会 議

ワ ー カ ー 会 議

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

病院運営会議病院長
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名　　称 機　　　　　能

病 院 運 営 会 議

病院に関する様々な報告事項や、業務運営や経営に関する事項を検討

し、その効果的な推進を図ることを目的としています。

平成 28 年は昨年に引き続き、整形外科オペ体制の拡充の他、オーダ

リングシステムの円滑導入、在宅部門の連携体制、ISO9001:2015 へ

の移行等について検討しました。

責 任 者 会 議

部署間の情報伝達を円滑にし、部門横断的な病院運営ができることを

目的としています。

平成 28 年も引き続き日常業務の改善、各種統計データの情報共有等

を行いました。医事システムとオーダリングの稼働開始にあたっては各

部署の体制についてすり合わせを行い、円滑な稼働に向け検討を重ねま

した。

医 局 会 議

医局カンファレンスを中心に、様々な症例検討を行なっております。

また、医療サービスの向上のための話し合いも兼ねており、院内に関す

る多職種での意見交換も行なっております。

平成 28 年も昨年に続き在宅復帰率の向上を重視し、医師を中心に看

護師・リハビリ・在宅部門・ＭＳＷの連携による包括的な退院支援に向

け、情報共有を行いました。

委 員 会 リ ー ダ ー 会 議

全委員会の報告および検討を行なうことと、委員会間の円滑な情報伝

達を目的としています。

平成 29 年も引き続き各委員会の活動報告を通じ、病院全体の連携向

上を図って参ります。

会 議 と 委 員 会6.
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名　　称 機　　　　　能

院 内 感 染 対 策 委 員 会

1. 委員会の内容および趣旨
院内感染予防対策及び教育
感染防止に対する啓蒙
寝屋川ひかり病院に適切なマニュアル作り
サーベイランス網の確立
院内感染ラウンドの実施と改善策の立案実施
環境調査（汚染実態の調査）、
接触感染防止対策の指標調査（手指消毒薬・ディスポ手袋・エプロンの使用量調査）
2. 平成 28 年度の活動の簡単なまとめ
①地域連携感染症カンファレンスに参加し当院感染対策の有効性の確認
　と周辺地域に於ける耐性菌検出状況の検討を行う。
②例年通り職員向け院内感染対策勉強会を開催し、手洗い実習・OP 室
　パームチェックを行う。
③接触感染防止対策指標調査（手指消毒薬に加え、ディスポ手袋・エプ
　ロン使用量調査を開始）
④院内感染対策ラウンド調査部門に外来（救急外来・カメラ室・診察室・
　点滴室）追加。
⑤インフルエンザ、ノロウイルス流行期や結核、疥癬発症時、感染対策
　委員会の指導の基に、ICT が中心的活動行う。（職員指導・行政対応等）
3. 平成 29 年度の目標
①院内感染予防対策及び教育強化
②手指消毒の周知徹底
③耐性菌の水平伝播例の撲滅（特に ESBL 産生菌や CRE、MRSA）
④関連介護施設との連携強化（感染対策講義の定例化）
⑤抗菌薬サーベイランス時の意見交換の活発化

医 療 安 全 管 理 委 員 会

1. 委員会の内容および趣旨
医療安全管理委員会の開催・運営
是正処置・予防処置報告書（ｲﾝｼﾃﾞﾝﾄ・ｱｸｼﾃﾞﾝﾄ報告事例）の分析・改善策の協議管理
医療安全管理マニュアルの整備
病院職員への教育・研修活動
医療安全管理ラウンドの実施
患者様相談窓口
2. 平成 28 年度の活動の簡単なまとめ
①是正処置・予防処置報告書（ｲﾝｼﾃﾞﾝﾄ・ｱｸｼﾃﾞﾝﾄ報告事例）の分析・改
　善策の協議管理。→　平成 28 年度　ｲﾝｼ・ｱｸｼ報告総数 183 件でｲﾝｼ
　75 件＜ｱｸｼ 108 件と報告数が平成 27 年度に続き逆転した。
②離床ｾﾝｻｰを複数導入と看護科業務見直しの効果で転倒・転落、誤投薬が減少した。
③ ISO9001（2015 版）への移行対応。当院医療安全管理対策につい
　て検討改善行う。
④病院職員への教育・研修活動を定期的に実施した。
3. 平成 29 年の目標
①転倒転落による骨折事故防止、誤投薬防止、ハイリスク薬管理対策の強化
② ISO9001（2015 版）の継続認証
③是正処置・予防処置報告書（ｲﾝｼﾃﾞﾝﾄ・ｱｸｼﾃﾞﾝﾄ報告事例）の提出数を増やす。
※特に予防処置を増やす様に周知徹底
④病院職員への効果的な教育・研修活動
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名　　称 機　　　　　能

輸 血 療 法 委 員 会

輸血療法委員会の趣旨については、委員会を定期的に開催し輸血療法

の適応、輸血用血液の検査項目・検査術式の選択と精度管理、血液の使

用状況調査、適正使用推進の方法、輸血療法に伴う事故・副作用・合併

症の把握方法と対策、輸血関連情報などを報告・検討・伝達することで

あります。

平成 28 年度は、不規則抗体スクリーニング及び交差適合試験の検査

方法について、従来法よりも精度の高いゲルカラム法及び、輸血検査シ

ステムの導入を実施しました。

平成 29 年度は、輸血前後感染症の検査導入や、輸血検査システム導

入による血液製剤の管理方法の構築、又他部署との連携を行い新しい知

識の導入及び共有を行い、より精度の高い輸血療法を目指していきたい

と考えています。

精 度 管 理 委 員 会

臨床検査結果の安心・安全・迅速な提供を目指し、日々業務改善及び

問題提起を行いながら臨床検査業務の管理・運営を実施しています。

平成 28 年度は、肺炎球菌及びレジオネラ菌検出試薬について、現行

より操作性の優れたものへと変更し、業務の迅速化をはかりました。又、

各種の外部精度管理調査においても例年通り良好な成績が得られていま

す。

平成 29 年度も、臨床検査全般に対する新しい知見や検査項目の導入

などを検討し、臨床検査精度や技術の維持・向上に努めていきたいと考

えています。又、引き続き外部精度管理調査（日本医師会、試薬メーカー）

への参加をし、更なる精度維持・向上を目指して取り組んで参ります。

褥 瘡 対 策 委 員 会

当委員会では、各部署においての褥瘡発生の状況を把握し早期治癒と

予防に取り組めるよう褥瘡ケアの知識 ･ 技術を深めると共に各部署での

啓蒙について検討しております。

平成 28 年の活動としては医師、看護師と週 1 回の褥瘡回診、写真撮

影による治癒の評価、エアーマット整備・管理等、褥瘡防止対策につい

て検討しました。また、新しいドレッシング剤の導入や、褥瘡予防のた

めにおむつの種類と交換方法の具体策を検討し、各部署に周知していま

す。

平成 29 年の目標として褥瘡の持ち込み率、発生率、治癒率を出し褥

瘡予防対策の有効性評価に取り組んで参ります。
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名　　称 機　　　　　能

薬 事 審 議 委 員 会

医薬品の新規採用と採用停止、医薬品の安全使用と経済性の考察、在

庫医薬品の使用効率化、薬事にかかる医療安全対策を活動としています。

平成 28 年は、湿布薬および向精神薬とつづけて行われた政令改定に

あわせて、政令順守の整備を行ってまいりました。また、日々の医療の

要望にあわせて採用薬剤の見直しもまた行ってまいりました。

平成 29 年は、薬効分類ごとに採用薬剤の見直しを行い、地域医療に根

ざしたスリム化した薬剤整備を行ってまいります。

栄 養 委 員 会

栄養委員会では食事内容の充実、衛生管理、配膳に関する事柄のチェッ

ク、厨房機器・食器などの検討を主な活動内容としています。

また栄養士または管理栄養士が毎回議題を持ち出し、その議題につい

て診療部、看護部およびその他部門と話し合いを行っています。栄養指

導件数の報告もあわせて行っています。

平成 28 年は訪問栄養指導実施に向けての取り組みや、経管栄養剤の

新商品の検討、配膳時間・下膳時間の変更を主に行いました。

平成 29 年は充実した栄養指導を目標に取り組みます。患者様により

見やすく分かりやすい資料の作成や、より理解しやすい指導を行うこと

を目標とし、外部の勉強会など積極的に参加していきます。

療 養 病 棟 委 員 会

療養病棟に入院されている患者様の入院生活が、少しでも安全で安

楽なものとなる様に、医療・介護の質の向上に努めております。一般病

棟に比べ長期化するケースが多いため、地域の介護施設やケアマネー

ジャー様と早期に連携を取りながら、それぞれの患者様に応じた退院支

援を行っております。当委員会では病床稼動率の維持の他、レクレーショ

ン・行事の開催、生活不活発病の増悪リスク減少など、本年も積極的に

行っていきたいと考えています。
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名　　称 機　　　　　能

在宅医療促進委員会

在宅医療促進委員会では、在宅生活に支援が必要だと思われる患者様

に対し、在宅サービスの情報提供や、各部署と連携しながら必要なサー

ビスの検討も行っています。

平成 28 年度はオーダリングシステムの導入に伴い病棟の看護支援シ

ステムが一新され、在宅復帰に向け関係部署間の情報共有等をよりス

ムーズに行える環境が整備されつつあります。当委員会では地域包括ケ

ア病棟を活用しながら、リハビリテーション、ご家族様との連絡等、退

院までの各段階において、多職種が連携してスムーズな在宅復帰を支援

しております。

本年も在宅復帰率70%以上の維持を目標に、積極的な退院支援を行っ

て参ります。

MRI 促 進 委 員 会

ＭＲＩ促進委員会では、ＨＭＧ（ひかりメディカルグループ）及び地域

医療機関と連携を図り、予約から所見に至るまでシステムの改善や管理、

診断価値の高い写真を提供するためのサポートを致します。また、装置と

事故防止対策と管理にも努めております。

平成 28 年度は知識と撮影技術の向上のため外部の勉強会に積極的に参

加し、内部では高磁場による事故防止の勉強会などを全職員対象におこ

なって参りました。

また、地域連携推進のためにも他院からの撮影依頼を積極的に受け入

れ、医療従事者向けのご案内などもホームページ等で紹介して参りました。

平成 29 年も引き続き患者様の負担を少しでも軽減し、地域のニーズに

あったサービスと画像を安定して供給できるよう取り組んで参ります。
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名　　称 機　　　　　能

診療情報管理委員会

診療録管理の体制の強化のため、診療情報管理士の育成に取り組んで

います。

また、データ提出加算におけるデータの収集と活用、適切な疾病コー

ディングがなされているかの検討、退院サマリが確実に作成されている

かの確認などを行なっています。平成 27 年からシステム導入後は、3 ヶ

月に 1 度データ提出を行っています。

平成 29 年も引き続き、データ提出業務のよりスムーズな実施を目指

し、また、今後はこのデータを院内の統計分析に役立てられるような体

制を整えていきたいと考えています。

レ セ 対 策 委 員 会

返戻・減点されたレセプト（診療報酬明細書）の統計資料の作成とそ

の原因究明、レセプトの返戻・減点の傾向と対策の検討、診療情報につ

いての啓蒙活動を行なっております。

平成 28 年度は、返戻率の減少に向け保険証の登録のミスが起こらな

いよう、登録時ダブルチェックとカルテ点検時に再度確認を行っており

ます。１字１字のチェックに集中してミスがないよう行っております。

減点に対してはコメントの強化を行っております。CT・MRI の同月実

施など症状詳記等のコメントを Dr に依頼してレセプトの減点が発生し

ないよう強化を行っております。

平成 29 年度は、入力ミスなど人的ミスを減らしつつ、返戻率・減点

率の更なる減少に向けた統計資料の作成を行い、請求ミス、請求漏れの

無い正確なレセプトの作成への取り組みを行っていきたいと考えていま

す。
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名　　称 機　　　　　能

I T 委 員 会

IT 委員会では、IT を利用した日常業務の連携と円滑化を推進し、情

報技術などの向上を目指し、パソコンなどによる院内ネットワークの確

立を目指しています。また、パソコン機器類に関するトラブルへの対応

や、職員個々のパソコンのスキルアップにも協力しています。

当院では、ホームページやデジタルフォトフレームを利用して、病院

の情報を発信しております。IT 委員会では、発信している情報を管理し、

更新を行っております。

平成 29 年度は、昨年 9 月より当院でも電子カルテ化がはじまりまし

た。今後、電子カルテの機能拡張などに協力していく予定です。また、

引き続き、院内ネットワークやホームページの管理を行い、IT の利用に

取り組んでまいります。

教 育 委 員 会

教育委員会では、看護部のスキルアップに努め、全体・個人の研修参

加の促進と効果の評価等を行っております。

平成 28 年は主に摂食・嚥下障害の看護についての院内研修を実施し

ました。また医療安全・感染対策分野の研修にも参加しております。

本年も院外研修の積極的な参加促進と伝達講習を目指し、活動して参

ります。

品 質 管 理 委 員 会

医療・介護の質の向上と安全性の確保、運営基盤の確立を目的としま

す。当院では、ISO9001:2008 を取得、また、病院機能評価の質の維

持も兼ねて、年に 2 回の内部監査も実施しております。

平成 28 年は例年通り、段階的な目標実現に向け全部署でクリニカル

ラダーを運用しました。また PDCA サイクルに基づいた業務改善を行

い内部監査にて確認しております。

平成 29 年は ISO9001:2015 への更新を主な目標に掲げ、更なる院

内体制の整備に向け積極的に活動して参ります。
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名　　称 機　　　　　能

広 報 委 員 会

地域に向けた広報活動を主としています。具体的にはホームページに

よる情報発信や、年 4 回（季刊）の広報誌「寝屋川ひかりだより」や病

院年報の発行などを実施しております。

平成 28 年も例年通り、広報誌「寝屋川ひかりだより」と病院年報を

制作しております。その他、デジタルフォトフレームの利用・ハガキや

パンフレット等を利用した院内および院外への情報発信を行なってまい

りました。

今後も引き続き、当院の機能をご紹介できるような場を作っていきた

いと考えております。

環 境 風 紀 委 員 会

院内の環境整備と風紀に関することを委員会で検討して実践しており

ます。環境面では、院内の整理整頓・清潔に保つよう、風紀面では職員

の身だしなみや言葉遣い、マナーなどの接遇に関する啓蒙を行っており

ます。

平成 28 年度の主な取り組みとしては、敷地内完全禁煙の徹底を目指

し受動喫煙の害についての周知活動や、声掛け運動を行いました。その

他エコキャップの回収・近隣中学校への寄贈（年 2 回）、駐車場の草む

しり（年 2 回）、放置車両への対応等を主な活動としています。

平成 29 年度も昨年に引き続き、職員の接遇・身だしなみの向上、エ

コキャップ運動、駐車場の補修と草むしり等を行い、環境整備を進めて

いく所存です。

安 全 衛 生 委 員 会

当委員会では労働衛生の観点から労働災害への対応や定期職員検診の

実施等をおこなっております。労働環境の改善、労働安全の確保、職員

の健康維持増進を目的に、労働場所の改修工事・レイアウト変更等の勧

告実施、空調・照明機器・保安設備等の点検、消防訓練、定期職員健診

の実施、ワクチン接種等を活動としています。

平成 28 年は、院内照明を蛍光灯から LED 灯へ交換しました。その他、

消防訓練の実施 (6 月・12 月 )、院内暴力防止の啓発活動、ストレスチェッ

クの実施等を行いました。

本年の課題としては、ストレスチェックの実施等により職員のストレ

ス緩和を図り、労働環境の改善に努める所存です。
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名　　称 機　　　　　能

レクレーション委員会

１．委員会の内容および趣旨

毎年おこなわれる院内の慰安旅行の企画と、年末におこなわれるひかり

メディカルグループ（以下 HMG）合同忘年会の企画・運営が主になります。

２．平成 28 年度の活動の簡単なまとめ

9 月～ 10 月にかけて和歌山県・白浜温泉への慰安旅行があり、74 名の

参加者がありました（前年度から 12 名の増加）。12 月には HMG 合同忘

年会があり、主催として企画・運営に携わりました。

３．平成 29 年の目標

本年度の慰安旅行（行き先は海外を予定）と、恒例行事である HMG 合

同忘年会を滞りなくおこなえるよう、各部署と連携して企画・運営に努

めます。また、HMG 合同忘年会に関しては前年度の主催として、新たに

主催となる柏友会楠葉病院の担当者への引き継ぎを、速やかにおこなっ

ていきます。

医 療 材 料 委 員 会

　安全で品質に優れ、経済性に考慮した医療材料を購入し在庫管理など

の作業を一貫して行なうことを活動内容としています。

　各部署から出された稟議書に沿って物品採用の可決を行い、使用中の

物品の使用期限の確認から使用頻度の少ない物品の維持管理の必要性の

検討、および価格検討と代替え商品の検討などを行います。

　平成 28 年も定数管理の再確認と徹底を行ない、また物品の配置等を

再検討しました。平成 29 年も円滑な手術体制の確保に向け活動して参

ります。

医 療 ガ ス 安 全 管 理

委 員 会

酸素、炭酸ガス、吸引、医用圧縮空気等の設備の安全を図り患者の安

全・安楽を確保することを目的に活動しています。

各部署に設置している酸素、吸引のアウトレットの使用状況、酸素ボ

ンベ定数の日々の管理を行っています。平成 28 年は年 2 回の保守点検

とアウトレットの交換の他、4 月に医療ガス院内研修を行い、職員の意

識向上に努めてきました。

本年も酸素の取り扱い、中央配管・ガス・ボンベ室等の構造や取扱い

についての研修を行い職員の理解を深めていきます。

倫 理 委 員 会

院内の倫理的問題になりやすい事柄を収集し検討することを目的とし

ています。全職員対象の勉強会を実施し、倫理や患者様の義務と権利に

ついて学びを深め、一人一人の患者様に対する配慮を行うことでより良

いサービスを提供することを目的としています。

平成 29 年度もより良い倫理観の育成を目指したいと思います。
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■ 朝礼発表内容

　寝屋川ひかり病院では、毎週木曜日に全体朝礼を実施しております。

　理事長や院長を始めとし、幹部ならびに各部署責任者および一般職員の円滑なコミュニ

ケーションの場であると共に、教育や発表の場としても役立てております。

　下記と次ページに、平成 28 年のパワーポイントによる発表の内容を一覧にしてまとめ

ました。

Ｈ 28 上期 発　　表　　内　　容

1 月 7 日
Ｈ 27 年 12 月アンケート集計報告 / Ｈ 27.12 管理報告 / 12 月度インシデント・ア
クシデント報告
昨年度インシデント・アクシデント届出状況の報告

1 月 14 日 マイナンバーの申請について

1 月 21 日 年報作成のお知らせ

1 月 28 日 Ｈ 28 年寝屋川市災害医療訓練実施について

2 月 4 日
Ｈ 28 年 1 月アンケート集計報告 / Ｈ 28.1 管理報告 / 1 月度インシデント・アクシ
デント報告
各部署ＩＳＯ上半期の目標（医事課・リハビリテーション科・栄養科）

2 月 18 日 各部署ＩＳＯ上半期の目標（訪問看護・ケアプランセンター・ヘルパーステーション）

2 月 25 日 各部署ＩＳＯ上半期の目標（検査科・放射線科・薬局）

3 月 3 日
Ｈ 28 年 2 月アンケート集計報告 / Ｈ 28.2 管理報告 / 2 月度インシデント・アクシ
デント報告

3 月 10 日 ISO9001:2015 への移行概要

3 月 17 日 Ｈ 28 年診療報酬改定のポイント①

3 月 24 日 Ｈ 28 年診療報酬改定のポイント②

3 月 31 日 Ｈ 28 年診療報酬改定のポイント③

4 月 7 日
Ｈ 28 年 3 月アンケート集計報告 / Ｈ 28.3 管理報告 / 3 月度インシデント・アクシ
デント報告　　　Ｈ 28 年診療報酬改定のポイント④

4 月 14 日 Ｈ 28 年診療報酬改定に伴う当院の届出について

4 月 21 日 ISO 維持審査結果報告 / 夜間・救急精神科合併症支援システムの紹介

4 月 28 日 病院年報 ( 第 7 号 ) 発刊のお知らせ

5 月 12 日
Ｈ 28 年 4 月アンケート集計報告 / Ｈ 28.4 管理報告 / 4 月度インシデント・アクシ
デント報告
総合防災訓練の実施について

5 月 19 日 5 月嗜好調査

5 月 26 日 院内パソコン管理台帳の紹介

6 月 2 日
Ｈ 28 年 5 月アンケート集計報告 / Ｈ 28.5 管理報告 / 5 月度インシデント・アクシ
デント報告
ISO 内部監査について

6 月 9 日 日勤帯想定総合消防訓練実施結果

6 月 16 日 Ｈ 28 年上期内部監査報告

6 月 23 日 在宅事業連絡会議の発足について

6 月 30 日 不在者投票の周知
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■全体朝礼の流れ■

１．理事長による挨拶

２．院長および幹部による挨拶

３．各部署および各委員会より連絡事項

４．職員挨拶・理念唱和（※持ち回り制）

５．パワーポイント発表（※下記表の通り）

６．新入職員紹介、次回予定発表

Ｈ 28 下期 発　　表　　内　　容

7 月 7 日
Ｈ 28 年 6 月アンケート集計報告 / Ｈ 28.6 管理報告 / 6 月度インシデント・アクシ
デント報告

7 月 14 日 ISO9001:2015 ポイント解説①

7 月 21 日 ISO9001:2015 ポイント解説②

7 月 28 日 ISO9001:2015 ポイント解説③

8 月 4 日
Ｈ 28 年 7 月アンケート集計報告 / Ｈ 28.7 管理報告 / 7 月度インシデント・アクシ
デント報告
各部署ＩＳＯ下半期の目標（診療部・医事課絵・栄養科）

8 月 18 日 各部署ＩＳＯ下半期の目標（薬局・検査科・放射線科）

8 月 25 日 各部署ＩＳＯ下半期の目標（訪問看護・ケアプランセンター・ヘルパーステーション）

9 月 1 日 各部署ＩＳＯ下半期の目標（看護部）

9 月 8 日
Ｈ 28 年 8 月アンケート集計報告 / Ｈ 28.8 管理報告 / 8 月度インシデント・アクシ
デント報告
麻疹（はしか）患者診察について

9 月 15 日 ISO9001:2015 ポイント解説④

9 月 29 日 ISO9001:2015 ポイント解説⑤

10 月 6 日
Ｈ 28 年 9 月アンケート集計報告 / Ｈ 28.9 管理報告 / 9 月度インシデント・アクシ
デント報告
ISO9001:2015 ポイント解説⑥

10 月 13 日 ストレスチェックの実施について

10 月 20 日 Ｈ 28 年度慰安旅行の報告 / ISO9001:2015 ポイント解説⑦

10 月 27 日 ISO9001:2015 ポイント解説⑧

11 月 10 日
Ｈ 28 年 10 月アンケート集計報告 / Ｈ 28.10 管理報告 / 10 月度インシデント・ア
クシデント報告

11 月 17 日 ISO9001:2015 ポイント解説⑨

11 月 24 日 11 月嗜好調査 / 介護従事者による高齢者虐待について

12 月 1 日 ISO 下期内部監査スケジュールの解説

12 月 8 日
Ｈ 28 年 11 月アンケート集計報告 / Ｈ 28.11 管理報告 / 11 月度インシデント・ア
クシデント報告
総合消防訓練のお知らせ

12 月 15 日 ISO 下期内部監査報告

12 月 22 日 院内耐震補強工事について

12 月 29 日 ISO9001:2015 ポイント解説⑩
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【外来　延患者数】

【外来　新患数】

【科別　外来数（年別）】
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各種統計第２章
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【外来　延患者数（月別）】

新規利用者紹介元集計（平成27年～平成28年）

【科別　外来数（月別）】
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【訪問リハビリテーション】

【通所リハビリテーション】

【訪問看護登録数】
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平成28年
平成27年
平成26年

118

112

108

123

112

109

133

115

135

148

106

126

128

109

136

143

179

153

136

155

142

134

152

124

102

129

120

126

149

149

130

127

153

104

141

150

1,525

1,586

1,605

15 26 46 23

516

565

349

609

556

366

643

593

394

700

574

449

673

490

454

722

542

485

674

588

529

657

560

523

642

546

513

636

557

591

601

525

530

584

554

608

7,657

6,650

5,791

1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

平成 2 8年

平成 2 7年

平成 2 6年

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

平成 2 8年

平成 2 7年

平成 2 6年

平成 24年 平成 25年 平成 26年 平成 27年

21

平成 28年

契　約　者　数
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【病床稼働率】

【訪問介護件数】

0

20

40

60

80

100

0

100

200

300

400

500

600

12月11月10月9月8月7月6月5月4月3月2月1月

（％）

平成28年と27年の月別利用者数比較

平成27年度 累計 5,015 平成28年度 累計 5,739

【入院患者数（一般急性期）】

【入院患者数（療養病床）】

延べ入院患者数

延 べ 患 者 数

新 　 入 　 院

12 , 6 8 8

5 6 7

平成25年

13 , 8 3 9

6 1 9

平成26年

13 , 7 8 3

6 8 3

平成27年

14 , 1 4 6

5 6 1

平成24年

延 べ 患 者 数

新 　 入 　 院

10 , 9 7 5

0

平成25年

11 , 7 6 7

2

平成26年

11 , 8 5 9

0

平成27年

13 , 2 8 1

6 1 1

平成28年

11 , 6 7 2

0

平成28年

11 , 7 2 8

0

平成24年

平成25年

68 . 2

9 1 . 1

平成26年

74 . 3

9 7 . 7

3 F病棟

4F病棟

51

33

平成24年

76 . 0

9 7 . 4

平成27年

74 . 0

9 8 . 5

平成25年

12 , 6 8 8

1 0 , 9 7 5

平成26年

13 , 8 3 9

1 1 , 7 6 7

病床数

稼働率

平成24年

14 , 1 4 6

1 1 , 7 2 8

平成27年

13 , 7 8 3

1 1 , 8 5 9

平成28年

71 . 3

9 6 . 9

平成28年

13 , 2 8 1

1 1 , 6 7 2

521510528
492

526540

468440417431426440 442
385400

426402408434

497
468463

365
325
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【入院患者依頼状況（平成27年～平成28年）】

（人数）

（月）

月別入院患者数

（人数）

（月）

0

10

20

30

40

50

60

70

80

12月11月10月9月8月7月6月5月4月3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月3月2月1月

0

5

10

15

20

25

30

35

12月11月10月9月8月7月6月5月4月3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月3月2月1月

【入院患者内訳】

救　　急
外　　来
グループ
医療機関
施　　設

平成 28年
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

救　　急
外　　来
グループ
医療機関
施　　設
合　　計

平成 27年
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

9
19
2
4
14
48

7
17
5
6
13
48

8
23
1
10
9
51

13
25
3
5
11
57

15
13
1
10
13
52

8
21
7
6
19
61

14
18
5
8
13
58

8
20
5
4
12
49

12
19
2
11
14
58

8
12
1
7
16
44

10
12
1
7
11
41

11
12
3
6
12
44

12
29
3
4
22
70

14
17
4
5
13
53

9
17
5
9
16
56

11
16
5
6
20
58

9
18
7
9
9
52

11
11
3
9
16
50

15
25
5
7
8
60

7
16
4
8
12
47

7
18
2
1
17
45

21
24
4
7
22
78

14
23
2
6
17
62

7
23
5
5
12
52

総 患 者 数

男

女

平 均 年 齢

567

2 5 2

3 1 5

7 4

平成25年

621

2 8 7

3 3 4

7 4

平成26年

683

3 0 9

3 7 4

7 5

平成27年

611

2 7 1

3 4 0

7 5

平成28年

563

2 4 2

3 2 1

7 5

平成24年

44 41 44
49

5861

52
57

5148 48

58

78

62

52
47

60

5052
5856

70

53
45
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【退院患者内訳】

　　　  計

在　　　　　　宅

転　出（HMG）

転　出（その他）

死　　　　　　去

転　院（HMG）

転　院（その他）

そ　　の　　他

605

3 0 3

2 4

1 3 7

8 2

2

5 6

1

合 計 比 率 合 計 比 率

1 0％

303

1 6 1

8 2

5 8

5 0％

27％

14％

10％

464

1 4 0

7 7％

23％

男 性

女 性

平均年齢

※（90日越）

※（転床）

75 . 8 1

※転出…当ＨＰ→福祉施設への入所／転院…当HP→他の病院への入院
※HMG…ひかりメディカルグループの略称

＜平成28年　病棟合計　退院者一覧＞

＜平成28年　3F病棟　退院者一覧＞

＜平成28年　4F病棟　退院者一覧＞

2 8 6

3 7 3

5 6

4 7％

62％

8％

　　　  計

在　　　　　　宅

転　出（HMG）

転　出（その他）

死　　　　　　去

転　院（HMG）

転　院（その他）

そ　　の　　他

547

2 9 8

2 3

1 3 3

4 4

2

4 7

0

合 計 比 率 合 計 比 率

0 0％

298

1 5 6

4 4

4 9

5 4％

29％

8％

9％

454

9 3

8 3％

17％

男 性

女 性

平均年齢

※（90日越）

※（4F転棟）

74 . 0 0

2 6 5

3 3 6

5 5

4 8％

61％

10％

　　　  計

在　　　　　　宅

転　出（HMG）

転　出（その他）

死　　　　　　去

転　院（HMG）

転　院（その他）

そ　　の　　他

58

5

1

4

3 8

0

9

1

合 計 比 率 合 計 比 率

0 2％

5

5

3 8

9

9％

9％

66％

16％

10

4 7

1 7％

81％

男 性

女 性

平均年齢

※（90日越）

※（3F転棟）

82 . 0 0

2 1

3 7

1

3 6％

64％

2％
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■退院（平均点数推移）　　　　　　年間平均 39.1点／50.0点　　　前年度比 -0.5

30

33

36

39

42

45

12月11月10月9月8月7月6月5月4月3月2月1月

（人数） 44.3

39.4

37.3

39.3

38.6
36.7

38.2 37.8

39.9

44.1

35.5

38.0

【患者様アンケート結果（平成28年）】

■退院時アンケート
① 病院のシステム、入院時の心得、準備について十分な説明を受けられましたか？

② 入院セット（歯ブラシ、タオル等）をお配りしましたが、ご利用いただけましたか？

③ 医師から病状について十分な説明がありましたか、質問には適切に答えてもらえましたか？

④ 検査技師・放射線技師の応対はいかがでしたか？

⑤ 薬剤師から服薬について十分な説明がありましたか、質問には適切に答えてもらえましたか？

⑥ 看護師、ケアワーカーの応対はいかがでしたか？

⑦ リハビリ職員の応対はいかがでしたか？

⑧ 受付の応対はいかがでしたか？

⑨ 食事の内容、量、味等はいかがでしたか？

⑩ 衛生面は行き届いておりましたか？

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

合計

枚数

4.1

3.7

4.1

4.4

3.9

3.8

3.8

3.6

4.0

4.1

39.4

9

4.4

4.4

4.7

4.6

4.4

4.6

4.7

4.2

3.9

4.4

44.3

9

3.3

3.9

3.7

4.1

3.6

4.0

4.0

3.7

3.4

3.6

37.3

7

3.8

4.0

3.8

4.2

3.8

4.2

4.1

4.2

3.5

3.7

39.3

13

3.7

4.0

4.1

4.0

3.9

4.0

3.7

3.9

3.4

3.9

38.6

7

3.4

3.7

3.5

3.6

3.5

4.1

4.2

3.5

3.7

3.5

36.7

10

4.3

3.9

3.9

3.8

3.5

3.8

3.9

3.7

3.6

3.7

38.2

11

3.8

3.4

3.7

3.9

4.0

4.1

4.1

3.6

3.2

4.0

37.8

9

3.9

4.3

4.0

4.1

3.9

4.0

4.0

4.0

3.5

4.3

39.9

8

4.3

4.0

4.6

4.5

4.6

4.3

4.6

4.4

4.4

4.4

44.1

7

3.5

3.5

3.5

3.5

3.5

3.5

3.5

3.5

4.0

3.5

35.5

2

3.8

4.0

3.8

3.6

3.6

3.8

3.8

3.8

4.2

3.6

38.0

5

46.2

46.8

47.4

48.3

46.0

48.1

48.4

46.1

45.0

46.7

469.0

97

3.9

3.9

4.0

4.0

3.8

4.0

4.0

3.8

3.7

3.9

39.1

8.1

0.0

-0.1

-0.2

-0.1

-0.1

-0.2

-0.1

0.0

0.1

0.1

-0.5

-3.3

1月退院 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計 平均 前年比

※ 点数　 5. 満足　 4. まあまあ満足 　3. 普通 　2. 少し不満 　1. 不満
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■退院（平均点数推移）　　　　　　年間平均 39.1点／50.0点　　　前年度比 -0.5

30

33

36

39

42

45

12月11月10月9月8月7月6月5月4月3月2月1月

（人数） 44.3

39.4

37.3

39.3

38.6
36.7

38.2 37.8

39.9

44.1

35.5

38.0

【患者様アンケート結果（平成28年）】

■退院時アンケート
① 病院のシステム、入院時の心得、準備について十分な説明を受けられましたか？

② 入院セット（歯ブラシ、タオル等）をお配りしましたが、ご利用いただけましたか？

③ 医師から病状について十分な説明がありましたか、質問には適切に答えてもらえましたか？

④ 検査技師・放射線技師の応対はいかがでしたか？

⑤ 薬剤師から服薬について十分な説明がありましたか、質問には適切に答えてもらえましたか？

⑥ 看護師、ケアワーカーの応対はいかがでしたか？

⑦ リハビリ職員の応対はいかがでしたか？

⑧ 受付の応対はいかがでしたか？

⑨ 食事の内容、量、味等はいかがでしたか？

⑩ 衛生面は行き届いておりましたか？

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

合計

枚数

4.1

3.7

4.1

4.4

3.9

3.8

3.8

3.6

4.0

4.1

39.4

9

4.4

4.4

4.7

4.6

4.4

4.6

4.7

4.2

3.9

4.4

44.3

9

3.3

3.9

3.7

4.1

3.6

4.0

4.0

3.7

3.4

3.6

37.3

7

3.8

4.0

3.8

4.2

3.8

4.2

4.1

4.2

3.5

3.7

39.3

13

3.7

4.0

4.1

4.0

3.9

4.0

3.7

3.9

3.4

3.9

38.6

7

3.4

3.7

3.5

3.6

3.5

4.1

4.2

3.5

3.7

3.5

36.7

10

4.3

3.9

3.9

3.8

3.5

3.8

3.9

3.7

3.6

3.7

38.2

11

3.8

3.4

3.7

3.9

4.0

4.1

4.1

3.6

3.2

4.0

37.8

9

3.9

4.3

4.0

4.1

3.9

4.0

4.0

4.0

3.5

4.3

39.9

8

4.3

4.0

4.6

4.5

4.6

4.3

4.6

4.4

4.4

4.4

44.1

7

3.5

3.5

3.5

3.5

3.5

3.5

3.5

3.5

4.0

3.5

35.5

2

3.8

4.0

3.8

3.6

3.6

3.8

3.8

3.8

4.2

3.6

38.0

5

46.2

46.8

47.4

48.3

46.0

48.1

48.4

46.1

45.0

46.7

469.0

97

3.9

3.9

4.0

4.0

3.8

4.0

4.0

3.8

3.7

3.9

39.1

8.1

0.0

-0.1

-0.2

-0.1

-0.1

-0.2

-0.1

0.0

0.1

0.1

-0.5

-3.3

1月退院 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計 平均 前年比

※ 点数　 5. 満足　 4. まあまあ満足 　3. 普通 　2. 少し不満 　1. 不満

■外来（平均点数推移）　　　　　　年間平均 32.5点／50.0点　　　前年度比 -2.0

27

30

33

36

39

42

12月11月10月9月8月7月6月5月4月3月2月1月

（人数）

34.434.5
33.2

29.3
30.8

33.6
32.3 32.5 31.8

34.0

32.1
31.3

■外来アンケート
① 診察までの待ち時間はいかがでしたか？

② 医師との会話、または説明に満足されましたか？

③ 看護師の応対はいかがでしたか？

④ 検査技師・放射線技師の応対はいかがでしたか？

⑤ 薬局の応対はいかがでしたか？

⑥ お薬を受け取るまでの時間はいかがでしたか？

⑦ 受付の応対はいかがでしたか？

⑧ 会計に呼ばれるまでの時間はいかがでしたか？

⑨ リハビリの応対はいかがでしたか？

⑩ 衛生面は行き届いておりましたか？

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

合計

枚数

3.7 

3.9

3.6

4.1

3.7 

3.8

3.5

3.9

4.3

34.5

13

3.5

3.7

3.9

3.9

4.0

3.6

3.7

3.9

4.1

34.4

11

3.3

3.8

4.2

3.8

3.7

3.4

3.5

4.0

3.7

33.2

12

2.5

3.3

3.5

3.8

3.7

3.2

2.9

3.4

3.0

29.3

11

3.2

3.3

3.7

3.6

3.3

3.6

3.2

3.4

3.4

30.8

14

3.5

3.7

4.0

3.9

3.9

3.8

3.3

3.7

3.8

33.6

11

3.3

3.4

4.1

3.4

3.8

3.8

3.6

3.5

3.5

32.3

8

3.5

3.7

3.9

3.9

3.7

3.5

3.0

3.6

3.6

32.5

11

3.2

3.5

3.9

3.5

3.0

3.4

3.3

4.3

3.8

31.8

13

3.4

4.1

3.8

4.0

3.8

3.9

3.1

4.0

3.9

34.0

9

3.6

3.4

3.6

3.6

3.3

3.9

3.9

3.3

3.7

32.1

7

3.3

3.2

3.4

3.5

3.2

3.5

3.2

4.2

4.0

31.3

11

39.9

43.0

45.5

44.9

43.0

43.2

40.2

45.2

44.8

389.7

131

3.3

3.6

3.8

3.7

3.6

0.0

3.6

3.3

3.8

3.7

32.5

10.9

-0.2

-0.3

-0.1

-0.3

-0.3

0.0

-0.3

-0.4

-0.1

0.0

-2.0

-4.2

1月外来 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計 平均 前年比

※ 点数　 5. 満足　 4. まあまあ満足 　3. 普通 　2. 少し不満 　1. 不満

※院外処方化に伴い平成26年10月より

　項目⑥は削除となりました。
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【救急搬送受け入れ件数】

時 間 内

時 間 外

合 計 件 数

平成26年

522

1 8 6

7 0 8

平成27年

354

1 7 1

5 2 5

平成25年

601

2 3 6

8 3 7

平成24年

736

2 8 5

1 , 0 2 1

外 科

整 形 外 科

形 成 外 科

平成26年

18

2 5

1 2

平成27年

9

10 1

8

平成25年

14

8

2 5

平成24年

17

8

1 8

【手術件数（科別）】

全 身 麻 酔

腰 椎 麻 酔

局 所 麻 酔

平成26年

4

14

3 7

平成27年

26

6 5

2 7

平成25年

0

1

4 6

平成24年

0

1

4 2

【手術件数（麻酔別）】

脳血管疾患等

運 動 器

呼 吸 器

平成26年

2 , 0 9 7

5 , 3 1 5

0

平成27年

1 , 6 0 8

8 , 5 3 9

3 8

平成25年

1 , 6 8 2

6 , 2 3 4

0

平成24年

1 , 6 7 3

6 , 7 6 3

0

【リハビリテーション実施単位数（外来）】

脳血管疾患等

運 動 器

呼 吸 器

平成26年

6 , 4 7 0

7 , 9 2 0

2 , 4 3 5

平成27年

3 , 7 5 9

1 4 , 0 8 0

4 , 0 8 3

平成28年

354

1 6 9

5 2 3

平成28年

0

82

1 1

平成28年

20

5 2

2 1

平成28年

1 , 4 2 8

5 , 8 2 8

2

平成28年

3 , 0 1 9

1 7 , 3 3 6

3 , 2 6 1

平成25年

12 , 4 5 1

3 , 2 4 8

0

平成24年

6 , 8 5 8

4 , 1 8 9

0

【リハビリテーション実施単位数（入院）】
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【救急搬送受け入れ件数】

時 間 内

時 間 外

合 計 件 数

平成26年

522

1 8 6

7 0 8

平成27年

354

1 7 1

5 2 5

平成25年

601

2 3 6

8 3 7

平成24年

736

2 8 5

1 , 0 2 1

外 科

整 形 外 科

形 成 外 科

平成26年

18

2 5

1 2

平成27年

9

10 1

8

平成25年

14

8

2 5

平成24年

17

8

1 8

【手術件数（科別）】

全 身 麻 酔

腰 椎 麻 酔

局 所 麻 酔

平成26年

4

14

3 7

平成27年

26

6 5

2 7

平成25年

0

1

4 6

平成24年

0

1

4 2

【手術件数（麻酔別）】

脳血管疾患等

運 動 器

呼 吸 器

平成26年

2 , 0 9 7

5 , 3 1 5

0

平成27年

1 , 6 0 8

8 , 5 3 9

3 8

平成25年

1 , 6 8 2

6 , 2 3 4

0

平成24年

1 , 6 7 3

6 , 7 6 3

0

【リハビリテーション実施単位数（外来）】

脳血管疾患等

運 動 器

呼 吸 器

平成26年

6 , 4 7 0

7 , 9 2 0

2 , 4 3 5

平成27年

3 , 7 5 9

1 4 , 0 8 0

4 , 0 8 3

平成28年

354

1 6 9

5 2 3

平成28年

0

82

1 1

平成28年

20

5 2

2 1

平成28年

1 , 4 2 8

5 , 8 2 8

2

平成28年

3 , 0 1 9

1 7 , 3 3 6

3 , 2 6 1

平成25年

12 , 4 5 1

3 , 2 4 8

0

平成24年

6 , 8 5 8

4 , 1 8 9

0

【リハビリテーション実施単位数（入院）】

【撮影件数】

C T 検 査

M R I 検 査

平成26年

2 , 0 1 8

9 0 2

平成27年

1 , 7 2 7

1 , 1 3 5

平成25年

2 , 1 0 1

9 8 2

平成24年

2 , 1 4 2

8 6 9

【エコー検査】

心 エ コ ー

腹 部 エ コ ー

平成26年

275

3 1 7

平成27年

272

3 8 4

平成25年

292

3 1 6

平成24年

287

3 1 9

【輸血検査】

交差適合試験

不規則抗体検査

平成26年

171

5 2

平成27年

182

5 6

平成25年

160

5 0

平成24年

183

6 3

一 般 検 査

生 化 学 検 査

血 液 検 査

平成26年

3 , 3 5 5

4 , 6 0 3

5 , 2 5 2

平成27年

3 , 3 5 9

4 , 5 7 6

5 , 2 6 2

平成25年

3 , 1 3 9

4 , 5 4 5

5 , 2 1 9

平成24年

3 , 1 0 4

4 , 5 9 0

5 , 2 3 2

【検査件数】

心 電 図

負 荷 心 電 図

ホルター心電図

呼吸機能検査

A B I

平成26年

1 , 0 9 5

1 2

1 0

7

3 2

平成27年

977

9

9

4 0

3 3

平成25年

907

1 1

1 6

1 4

2 6

平成24年

975

1 8

2 7

1 6

3 0

【生理検査】

Ｇ Ｉ Ｆ

C F

ポ リ ペ ク

Ｐ Ｅ Ｇ

そ の 他

平成26年

227  

5 0  

0  

1 6

0  

平成27年

219

4 1

4

3 5

1

平成28年

1 , 7 6 4

1 , 0 7 4

平成28年

282

3 3 1

平成28年

74

2 2

平成28年

3 , 6 1 8

4 , 4 8 8

5 , 1 2 3

平成28年

1 , 1 8 6

1 2

1 1

3 1

3 4

平成28年

206

2 9

4

3 8

1

平成25年

297

4 2

3

1 3

1

平成24年

339

3 9

3

1 3

1

【内視鏡関連検査】
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１）平成 28 年の目標

【上期】

	① 4 月診療報酬改定への対応

②電カルの順調稼動

③地域包括ケア 21 病床の活用

④ ISO9001:2015 版への更新

⑤地域で暮らすことへのアシスト

⑥職員同士のコミュニケーションの充実

２）平成 28 年の動向

　平成 28 年度当院では、それまで使っていた医事システムから、病棟の看護支援と一体的に運用が可能

なシステムへ入れ替えを行いました。今までの仕事の流れが大きく変わる事もあり、部署間が滞りなく連

動出来る体制に向け検討・調整を重ねた結果､ 大きな問題が生じる事なく稼働にこぎ着ける事が出来まし

た。

　平成 29 年は当院の二文字標語として「有機」を掲げております。新たなシステムを効果的に運用して

いく事で、病院が一つの有機的集合体として、今まで以上に地域に貢献すべく邁進する所存です。

３）平成 28 年 外部研修参加状況

		 平成 28 年	 1 月	 17 日	 産業医研修会

		 平成 28 年	 2 月	 13 日	 生活習慣病マネージメントセミナー

		 平成 28 年 	2 月	 25 日	 大腸内視鏡検査施行における環境整備

		 平成 28 年	 3 月	 5 日	 骨粗鬆症を語る会

		 平成 28 年  3 月  19 日	 Diabetes Terapeuic Sympoium 2016

		 平成 28 年  3 月  24 日	 心不全治療学術講演会

		 平成 28 年  3 月  26 日	 北摂脳卒中フォーラム

		 平成 28 年  4 月  17 日	 DM フォーラム

		 平成 28 年  5 月  28 日	 Acid Related Disease

		 平成 28 年	 6 月	 4 日	 閉塞性肺疾患講演会

		 平成 28 年	 7 月	 2 日	 新しい動脈硬化指標の有効性

		 平成 28 年	 8 月	 6 日	 北河内研究会

		 平成 28 年	 9 月	 1 日	 産業医研修会

		 平成 28 年  9 月  24 日	 足病変治療の最前線

		 平成 28 年 10 月	22 日	 Diabetes Symposium 2016

		 平成 28 年 11 月	24 日	 糖尿病日常診療の進め方研修会

		 平成 28 年 12 月	 3 日	 Diabetes Symposium 2016

【下期】

① 4 月診療報酬改定への対応

②電カルの順調稼動

③地域包括ケア 21 病床の活用

④ ISO9001:2015 版への更新

⑤地域で暮らすことへのアシスト

⑥職員同士のコミュニケーションの充実

部署年間動向第３章

診 療 部1.
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2. 看 護 部 （病棟・外来・中材・オペ室）

１）平成 28 年の目標

　【上期】

　①診療報酬改訂に伴う対応

　②電カルシステム移行への対応

　③地域包括ケア病床の稼働率

　　増加の為の体制強化

　④ ISO 更新の為の体制を整える

　⑤在宅部門と協力体制を強化する

　【下期】

　①診療報酬改訂に伴う対応

　②電カルシステム移行への対応

　③地域包括ケア病床の稼働率

　　増加の為の体制強化

　④ ISO 更新の為の体制を整える

　⑤在宅部門と協力体制を強化する

　【上期】

　①診療報酬改訂の体制を整える

　②電カルへのシステム移行への対応

　③地域連携室との連携強化

　④ ISO 更新の整備

　⑤他部門との協力体制を図る

　【下期】

　①診療報酬改訂の体制を整える

　②電カルへのシステム移行への対応

　③地域連携室との連携強化

　④ ISO 更新の整備

　⑤他部門との協力体制を図る

　【上期】

　①診療報酬改訂への理解

　②オーダリングシステムへの体制確立

　③病棟と連携し地域包括病床の稼働率をアップ

　④ ISO 更新の整備

　⑤在宅部門との協力体制強化

　【下期】

　①診療報酬改訂への理解

　②オーダリングシステムへの体制確立

　③病棟と連携し地域包括病床の稼働率をアップ

　④ ISO 更新の整備

　⑤在宅部門との協力体制強化

　【上期】

　①診療報酬改訂への対応

　②地域連携室や他部門との情報共有

　③ ISO 更新に向けて体制を整える

　④他部門との連携強化

　【下期】

　①診療報酬改訂への対応

　② ISO 更新に向けて体制を整える

　③地域で暮らすことへのアシスト

　④他部門との連携強化

■３階病棟

■４階病棟

■訪問看護

■外来・中材・オペ室

看 護 部2.
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２）平成 28 年の動向

■看護部全体として
　オーダリングシステム導入と看護記録の変更に伴い、皆が簡単に入力出来、また活用し易くなるように
業者と打ち合わせを進め調整した。機器の扱い方、入力方法のマニュアル整備と機器周辺の環境整備にも
務めた。現在、皆が入力に慣れ、スムーズな運用が出来ている。今後はこのシステムを活用し情報の共有
化に努めたい。

■外来
　来院された患者様がスムーズに診療を受けられるように待ち時間短縮に向けて各部門と連携を図った。
また、施設や訪問利用者の受け入れを円滑にするための体制確立に向けて関連場所と協議を進めている。
安心で安楽な看護が提供できるように接遇の学習や新しい知識習得に向けた勉強会を積極的に行った。

■ 3 階病棟
　一般急性期の患者様の苦痛や戸惑いに寄り添いながら看護を行い、地域包括ケアでは医師や地域連携室・
リハビリといった多職種と連携を図りながら、患者・家族の最も身近な存在となり、退院に向けての意思
決定の支援、個々の多様なニーズをアセスメントし、退院後の健康管理や療養に関する不安軽減のための
指導や調整を行った。一般と地域包括ケアの効率的な病床コントロールにも努めた。今後はもっとスムー
ズなコントロールが出来るように病院全体でのチーム医療を目指したい。

■ 4 階病棟
　療養病棟は稼働率 100％を狙い医療区分の高い患者様が多い。が、患者様が安全・安楽な時を過ごせる
ように看護を行っている。終末期には家族と連携し、家族とともに患者の見取りができるように努めてい
る。年末に持ち込みの疥癬から他患者への感染が発生した。予防投薬や部屋の調整・清潔に務め早期に解
決できた。今後もより一層院内感染防止に努めたい。

	3）　看護部　外部研修参加状況	
		 平成 28 年	 1 月	 16 日	 転倒転落前後のトラブル対処
		 平成 28 年	 1 月	 23 日	 認知症ケアスタッフのための認知症
		 平成 28 年	 1 月	 23 日	 訪問看護師セミナー
		 平成 28 年	 1 月	 30 日	 地域連携への取り組み
		 平成 28 年	 2 月	 2 日	 転倒転落一般病院における精神合併症対応力
		 平成 28 年	 2 月	 13 日	 訪問看護師セミナー
		 平成 28 年	 2 月	 13 日	 糖尿病日常診療
		 平成 28 年	 2 月	 25 日	 職員育成に必要な指導力向上研修
		 平成 28 年	 4 月	  2 日	 褥瘡予防ケアセミナー
		 平成 28 年	 5 月	 10 日	 スキンケア・創傷の予防とケア　２名参加
		 平成 28 年	 5 月	 14 日	 病院看護職のための診療報酬 HOP 講座
		 平成 28 年 	6 月 24･26 日	 看護職のための認知症の理解とケア
		 平成 28 年	 7 月	  3 日	 医療安全基礎講習会
		 平成 28 年	 7 月	 24 日	 16 重症度・医療・看護必要度評価者研修
		 平成 28 年	 8 月 9･10 日	 高齢者の理解と認知症患者の看護
		 平成 28 年	 8 月	 19 日	 救急看護 2 演習 4
		 平成 28 年 10 月 13 〜 15 日	 褥瘡ケア
		 平成 28 年 10 月	15 日	 訪問看護師セミナー 2 名参加
		 平成 28 年 11 月	  5 日	 地域で見取り研修
		 平成 28 年 11 月	19 日	 訪問看護師セミナー
		 平成 28 年 11 月	19 日	 准看護師のための進学支援研修会
		 平成 28 年 11 月	22 日	 見取りケア研修実地編
		 平成 28 年 11 月	24 日	 糖尿病日常診療
		 平成 28 年 11 月	27 日	 16 重症度・医療・看護必要度評価者研修
		 平成 28 年 12 月	  3 日	 看護補助者の活用推進のための看護管理者研修
		 平成 28 年 12 月	  4 日	 疼痛緩和のための医療用麻薬適正使用推進講習会２名参加
		 平成 28 年 12 月	  5 日	 摂食・嚥下障害のある患者の看護の基礎
		 平成 28 年 12 月	17 日	 訪問看護師セミナー
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１）平成 28 年の目標

【上期】

①平成 28 年度薬価改定における HMG 採用

　薬剤の税込対薬価率を、90% 以下に維持

②電カルでの採用薬剤整備の完遂

③地域包括ケア病棟に適した薬剤採用の整備

④ ISO9001:2015 版へのスムーズな更新

⑤入院患者の、ENT 後に向けた薬剤情報提供の充実

	

２）平成 28 年の動向

　平成 28 年は、院内でオーダリングシステムが導入するにともない、採用薬剤のマスター整備を行い、

また医師のオーダー入力がスムーズに行えるようサポートに努めてまいりました。

　また人員を補充することで病棟薬剤管理指導など医学管理サービスを重点的に行うことを前面に打ち出

して、病棟の服薬指導を前年の月間平均 40 件に比べ月間 100 件以上の指導を行えるようになり、充実し

た医療従事者・患者間の薬学的サービスを行ってまいりました。

３）平成 28 年 外部研修参加状況

	 平成 28 年	 5 月	 31 日	 脂質異常症治療におけるアンメットニーズ

	 平成 28 年 	9 月	 12 日	 がん薬物療法マネジメントの一翼を担う薬剤師

	 平成 28 年 	9 月	 12 日	 糖尿病治療の新オプション

【下期】

①平成 28 年度薬価改定における HMG 採用

　薬剤の税込対薬価率を、90% 以下に維持

②電カルでの採用薬剤整備の完遂

③病棟薬剤管理指導件数を月 150 件達成

④ ISO9001:2015 版への更新に向けて体制づくり

⑤病棟の退院時薬剤管理指導を月 30 件達成する

薬 局3.
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１）平成 28 年の目標

【上期】

① PACS システムの更新

②電カルの順調稼動

③使用機器の安定供給

④ ISO9001:2015 版への更新

２）平成 28 年の動向

　放射線科では患者様の負担を少しでも軽減し、その地域のニーズにあった装置と画像を安定して供給で

きるよう、知識と技術の向上に取り組んでまいりました。

　3 月には PACS（医療用画像管理システム）を更新して、更なる安定性とスピードの強化につなげてお

ります。また、地域連携推進のため他院からの撮影依頼を積極的に受け入れ、近隣ご施設さまのお役にた

てるよう努力しております。また、当院の全身用オープンＭＲＩ装置（APERTO Eterna 0.4T）を利用し、

閉所恐怖症の患者さま以外でも安心して検査を受けるための説明方法や撮影方法の工夫などに取り組んで

まいりました。

３）平成 28 年 外部研修参加状況

		 平成 28 年	 3 月	 26 日	 北河内画像勉強会

		 平成 28 年	 6 月	 11 日	 北河内オープンＭＲＩ　ユーザーミーティング

		 平成 28 年 11 月	26 日	 HITACHI　関西 MRI 研究会

		 平成 28 年 12 月 3 〜 4 日	 診療放射線技師の業務拡大に伴う講習会

【下期】

①電カルの順調稼動

②撮影環境または患者サービスの改善を毎月 1 ヶ所おこなう

③ ISO9001:2015 版への更新

④ＩＴの改善または更新を毎月 1 ヶ所おこなう

放 射 線 科4.
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１）平成 28 年度の目標

【上期】

①医療保険点数改訂への対応

②電カル導入への協力

③検査サービスの向上

④ ISO 審査への事前準備

⑤地域医療連携に対する協力

２）平成 28 年の動向

　平成 27 年度 4 月より施行されている法：｢臨床検査技師等に関する法律一部改正法｣ に対応すべく、

検体採取等に関する厚生労働省指定講習会に参加しライセンス更新行う。

※	 臨床検査技師による検体採取業務、味覚・臭覚検査のライセンス取得。

　病院機能評価 VER6.0,ISO9001（2015 版）品質規準に合致すべく検査システム・品質管理方法を点

検と見直修正して、業務整理や品質改善に取り組んで来ました。

　腹部超音波検査業務も 7 年経過を経過し 28 年度は総数 331 件と着実に検査件数も伸びており病院収

益に貢献しています。本年度 9 月より輸血検査機器老朽化による更新と検査精度向上を目的とし、ゲルカ

ラム輸血検査システム、輸血情報管理システム導入を行い検査手技の簡略化と検査結果判定の客観化、輸

血情報の電子化を行いました。結果的に輸血検査に係る手間を省き、判定の客観化に伴う検査精度向上が

図られました。心臓超音波検査については、引き続き機器準備や患者管理等の外来業務も継続実施してい

ます。心電図記録・解析心電計については、小型化が進んだ為に患者様からの評判が良く、身体負担軽減

一役かっています。業務改革としては、以前から懸案であった健診希望の当院利用者様に対しての診察券

発行を他科と供に推し進め健診利用者様への利便性向上に努めて参りました。少しずつでは、有りますが

健診受診後の保険診療で再来院されている患者様も居られ、患者様のニーズ対応出来ていると考えられま

す。本年度については、目立つ新規導入検査は開始していませんが、既存検査の精度管理維持と利便性に

努めています。MRI 検査は 27 年度より引き続きＭＲＩ実施件数は増加傾向にあり、検査精度の向上や手

技技術の習熟に努め、より患者の苦痛の少ない高精度の検査を行う事を目指して業務を進めて行きます。

３）平成 28 年 外部研修参加状況	

	 平成 28 年	 1 月	 15 日	 生理検査部門　大阪超音波技術研究会

	 平成 28 年	 2 月	 27 日	 第 2 回ＮＲ学術フォーラム

	 平成 28 年 	3 月	 1 日	 寝屋川管内健康危機管理対策協議会

	 平成 28 年 	4 月	 30 日	 検体採取等に関する厚生労働省指定講習会

	 平成 28 年 	5 月	 15 日	 生理検査部門　大阪超音波技術研究会

	 平成 28 年 	6 月	 17 日	 生理検査部門 定期講習会

	 平成 28 年 	7 月	 23 日	 GE Ultrasound Clinical Semina

	 平成 28 年 	8 月	 8 日	 第 32 回　関西 TBA 研究会

	 平成 28 年 	9 月	 10 日	 大阪府結核研修

	 平成 28 年 10 月	 19 日	 近畿血管バイオメカニクスセミナー・関西 CVT 連絡会共同開催

	 平成 28 年 12 月	 1 日	 医療安全に関するシンポジュウム

【下期】

①電カル導入への準備対応

② ISO9001:2015 版への移行

③検査サービスの向上

④地域医療連携に対する協力

検 査 科5.
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１）平成 28 年の目標

【上期】

① 4 月診療報酬改定への対応

　（情報収集と外来リハから通リハへの移行）

②電カルの順調稼動

　（効率的な単位の取得と業務の適正化）

③目標設定の明確化

　在宅復帰率 80％以上維持への貢献

④ ISO9001:2015 版の活用

⑤生活機能を高めるリハビリの提供

　（FIM, 生活機能チェックリストの活用）

⑥通リハ、訪問リハ契約数の増加

　（契約件数通所 3 件、訪問 1 件 / 月以上）

２）平成 28 年の動向

　リハビリテーション科では患者様へのリハビリテーションの質の向上を目指し、外部講習会の参加科内

勉強会の開催を行い、効率的に業務が出来るよう稼働率を目視化しました。介護分野では通所リハビリテー

ション、訪問リハビリテーションの利用者増加を目指し、質の向上を図るとともに他事業所へのあいさつ

回りなど広報活動を実施し、通所では 100 件を越える契約数となりました。

３）平成 28 年 外部研修参加状況

　　平成 28 年	 1 月	 17 日	 FPNFA 定期勉強会　ベーシック

　　平成 28 年	 2 月	 21 日	 AKA-H と関節神経学的治療法の基礎

　　平成 28 年	 3 月	26･27 日	 動作解釈の再考

　　平成 28 年	 5 月	 29 日	 物理医学とリハビリテーション、SJF について

　　平成 28 年	 6 月	 17 日	 疼痛評価、整形外科的テストについて

　　平成 28 年	 7 月	 10 日	 大阪府理学療法学術大会　

　　平成 28 年	 7 月	 23 日	 FTEX 全体研修会

　　	平成 28 年 11 月 3 〜 6 日  　中級障害者スポーツ指導員講習会

　　平成 28 年 11 月 	23 日　　　立位、立ち上がり、歩行の動作観察

　　平成 28 年 12 月 	11 日　　　関西理学療法学術大会

【下期】

① 4 月診療報酬改定への対応

　（目標設定等支援・管理料の確実な取得）

②電カルの順調稼動

　（効率的な単位の取得と業務の適正化）

③目標設定の明確化

　在宅復帰率 80％以上維持への貢献

④ ISO9001:2015 版の活用

⑤通リハ契約数の増加

　（契約件数通所 3 件、予約率 80％）

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 科6.
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１）平成 28 年の目標

【上期】

①訪問栄養指導継続に向けた取り組みの実施

②院内食事基準の更新

③食品成分表 2015 年版への対応

④職員クラブ活動の推進

	

２）平成 28 年の動向

　栄養科では食事面で患者様により満足してもらえるように、作業環境の整備・オーダリングシステムの

導入に向けて取り組んでまいりました。

　7 月には厨房内の作業環境の充実化のためにクーラーの増設工事を行い、衛生面・健康面ともに良くな

りました。

　また 8 月にはオーダリングシステムが導入され、栄養科内のパソコンで患者様一人一人の情報や食事摂

取状況などを見ることができ、個々の患者様を詳しく把握できるようになりました。

　今後も環境を良くしていき、作業効率をあげていけるよう努めてまいります。

３）平成 28 年 外部研修参加状況

	 平成 28 年  3 月 23 日		 訪問栄養指導研修会

　　平成 28 年  5 月 20 日	 食中毒予防講習会

　　平成 28 年  6 月   4 日	 歯の健康展

　　平成 28 年  6 月   9 日	 摂食嚥下について

　　平成 28 年  7 月 28 日	 炎症性腸疾患について

　　平成 28 年  8 月 18 日	 寝屋川保健所栄養士会（情報交換）

	 平成 28 年 10 月 20 日	 寝屋川保健所栄養士会（備蓄について・情報交換）

	 平成 28 年 10 月 26 日	 施設見学会（めんたいパーク・キューピー）　　

【下期】

①訪問栄養指導継続に向けた取り組みの実施

②院内食事基準の更新

③オーダリングシステム導入に向けた取り組み

④職員クラブ活動の推進

栄 養 科7.
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１）平成 28 年の目標

【上期】

① 4 月診療報酬改定への対応 

②電カルの順調稼動

③地域包括ケア 21 病床の活用

④ ISO9001:2015 版への更新

⑤地域で暮らすことへのアシスト

⑥職員同士のコミュニケーションの充実

２）平成 28 年の動向

　4 月の診療報酬改定に対応する為、レセコンの入れ替えを行いました。今回の変更は当院と摂津ひかり

病院、伊豆慶友病院の 3 病院同時に行う形を取りましたので、足並みを揃えつつ進める難しさはありまし

たが、無事 3 月には始動に至り順調に稼働しております。

　今回の改定では看護必要度や医療区分が見直され、当院におきましても医師・看護師と今まで以上に緊

密な連携体制の確保に努め、適正な算定を行って参ります。

　また、昨年の課題でもあった地域包括ケア病棟入院料の算定については、引き続き日々の入力業務を確

実に実施し、スムーズなデータ提出を行って参ります。

患者様からは見えにくい業務が多い部署ですが、日々の地道な業務が患者様の笑顔に繋がると信じ、本年

も邁進していく所存です。

３）平成 28 年 外部研修参加状況

　　平成 28 年	 2 月	 24 日	 ストレスチェック義務化対策

　　平成 28 年	 3 月	 12 日	 日本保険医療事務　診療報酬改定説明会

　　平成 28 年	 3 月	 26 日	 大阪府保険医協会　診療報酬改定説明会

　　平成 28 年	 4 月	  1 日	 診療報酬改定　Q&A 説明会

　　平成 28 年 9 月 	16･20･23 日	大阪府保険医協会　請求事務講習会

　　平成 28 年 9 月 	27･30 日	 大阪府保険医協会　請求事務講習会

　　平成 28 年 10 月 	11･14 日	 大阪府保険医協会　請求事務講習会

　　平成 28 年 10 月 	18･21 日	 大阪府保険医協会　請求事務講習会

【下期】

① 4 月診療報酬改定への対応 

②電カルの順調稼動

③地域包括ケア 21 病床の活用

④ ISO9001:2015 版への更新

⑤地域で暮らすことへのアシスト

⑥職員同士のコミュニケーションの充実

医 事 課8.
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１）平成 28 年の目標

【上期】

①外来でのリハビリから通所リハビリへの適切な移行

② ISO9001:2015 版への更新

③寝屋川市の地域を知る

④高齢者の QOL を考える

⑤職員クラブ活動の参加

２）平成 28 年の動向

　①院内での活動

　　地域連携室と連携を行い、外来または入院患者の在宅復帰支援として、必要に応じて介護保険の説明

　　や申請を行い、安心して在宅での生活が行えるように支援しました。

　②院外での活動

	 地域包括支援センター開催の地域向けの講座のパネリストとして出席し、地域への啓発や当病院の宣

　　伝を行いました。又地域包括支援センターより困難ケースの依頼を積極的に受けて高齢介護室や地域

　　包括支援センター、サービス事業所などと協働でケース検討を行い支援をさせて頂きました。

３）平成 28 年 外部研修参加状況

	 平成 28 年	 1 月	 27 日	 パーキンソン病の在宅リハビリ

	 平成 28 年	 1 月	 30 日	 神経筋難病ネットワーク会議

	 平成 28 年	 3 月	 18 日	 定期巡回・随時対応型訪問介護看護

	 平成 28 年	 4 月	 30 日	 ターミナルの方への支援をみんなで考えよう　

	 平成 28 年	 5 月	 20 日	 西北圏域介護保険事業所ネットワーク会議

	 平成 28 年	 5 月	 23 日	 寝屋川市ケアマネ事業所連絡会、寝屋川市の総合事業について

	 平成 28 年	 5 月	 24 日	 友呂岐ネットワーク会議「ご利用者を悪徳商法や詐欺から守ろう」

	 平成 28 年	 6 月	 14 日	 パーキンソン病の周辺症状について

	 平成 28 年	 6 月	 15 日	 CSW との交流から地域特性を掴む

	 平成 28 年	 6 月	 20 日	 民生委員とケアマネ、居宅介護サービス事業所との意見交換会

	 平成 28 年	 7 月	 7 日	 多職種連携会議

	 平成 28 年	 7 月	 29 日	 介護予防・日常生活支援総合事業研修会

	 平成 28 年	 8 月	 23 日	 医療とのスムーズな連携医師と意思疎通

	 平成 28 年	 8 月	 26 日	 ケアマネージャー事業所連絡会実施指導について

	 平成 28 年 10 月	26 日	 リハビリ勉強会　

	 平成 28 年 11 月	21 日 	 日常生活支援総合事業について

	 平成 28 年 11 月	24 日 	 精神疾患を持つ方への理解とアプローチ　

	 平成 28 年 12 月	13 日 	 ターミナルの方への支援をみんなで考えよう

【下期】

①医療保険から介護保険への適切な移行

② ISO9001 を周知する

③地域に根ざした活動をする

④寝屋川市の総合支援事業の動向を知る

⑤高齢者あるあるを考える

ケ ア プ ラ ン セ ン タ ー9.
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１）平成 28 年の目標

【上期】

① 4 月診療報酬改定への対応

② ISO9001:2015 版への更新

③寝屋川の社会資源を学ぶ

④事例検討会の実施

⑤職員クラブ活動の推進

２）平成 28 年の動向

　介護技術の向上を目標に、家事援助・身体介護の様々なヘルパー研修を開催し、利用者様

に安心してサービスを受けていただけるように努めました。

　9 月にはキャリア段位制度のアセッサー講習を受講しました。今後は各ヘルパーのスキルアップを目標

にキャリア段位制度の導入を予定しています。

　これからも居宅や病院内の他部署と連携を図り、利用者様が安心して在宅生活を送れるように、その方

に寄り添った丁寧なサービスを提供してまいります。

３）平成 28 年 外部研修参加状況

	 平成 28 年	 3 月	 24 日	 ホームヘルパーの実態について学ぶ

	 平成 28 年	 4 月	 30 日	 ターミナルケアについて

	 平成 28 年	 7 月	 29 日	 地域包括ケアシステムについて

	 平成 28 年	 8 月	 17 日	 精神障害についての基礎研修　

	 平成 28 年	 9 月	 7 日	 認知症研修

	 平成 28 年	 9 月	 14 日	 認知症の疾病と症状について

	 平成 28 年	 9 月	 21 日	 高齢者虐待について

	 平成 28 年 11 月	 9 日	 精神障害のある方への支援について　

	 平成 28 年 11 月	15 日 	 民生委員との交流会

	 平成 28 年 12 月	22 日 	 多職種連携　異変を感じた時のフィジカルアセスメント

【下期】

①新規ケースの獲得

②スキルアップのための研修実施

③事例検討会の実施

④職員クラブ活動の推進

　

ヘ ル パ ー ス テ ー シ ョ ン10.
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★京阪「寝屋川市」駅下車　車6分　寝屋川消防署前
★旧国道１号線　交差点　「石津元町」より　車3分
★「寝屋川市」駅より、京阪バス「太間口」方面行き
　「石津元町」下車すぐ
★タウンくる「石津南町」下車　徒歩5分

※ 駐車場は、利用料が 100 円かかります。

交通案内

寝屋川ひかり
在宅センター

（マンション･ヒルズシティ寝屋川　1階）

➡

アクセス方法および院内図第４章

ア ク セ ス1.
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院内 1 階フロアイメージ
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ひかり
メディカル
グループ
（ＨＭＧ）

（医）全　心　会

（医）柏　友　会

（社）成　晃　会

〒566-0054 大阪府摂津市鳥飼八防2-3-8 
電話 072-654-8888　　ＦＡＸ 072-654-7878

摂津ひかり病院

（救急・労災指定）

〒410-3215 静岡県伊豆市月ヶ瀬380-2 
電話 0558-85-1800　　ＦＡＸ 0558-85-1801

老健つきがせ

（介護老人保健施設）

〒572-0025 大阪府寝屋川市石津元町12-20 
電話 072-829-3331　　ＦＡＸ 072-829-3339

寝屋川ひかり病院

（救急・労災指定）

〒516-0041 三重県伊勢市常磐2-7-28
電話 0596-22-1155　　ＦＡＸ 0596-22-3003

伊勢慶友病院

（救急・労災指定）

〒516-0041 三重県伊勢市常磐2-4-35
電話 0596-72-8080　　ＦＡＸ 0596-72-8081

〒410-3215 静岡県伊豆市月ヶ瀬380-2
電話 0558-85-1701　　ＦＡＸ 0558-85-1810

〒573-1121 大阪府枚方市楠葉花園町4-1 
電話 072-809-0005　　ＦＡＸ 072-809-2121

柏友会楠葉病院

（救急・労災指定）

〒560-0003 大阪府豊中市東豊中町2-2-22 
電話 06-6840-2333　　ＦＡＸ 06-6840-2334

東豊中ひかりの家

（グループホーム・認知症対応型共同生活介護） 

〒571-0007 大阪府門真市北岸和田1-2-23
電話 072-883-2141　　ＦＡＸ 072-883-2144

柏友会クリニック

（診療所）

〒571-0007 大阪府門真市北岸和田1-14-23 
電話 072-887-6780　　ＦＡＸ 072-887-6782

門真老健ひかり

（介護老人保健施設）

〒566－0042 大阪府摂津市東別府5-2-45 
電話 06-6340-1155　　ＦＡＸ 06-6340-6161

摂津老健ひかり

（介護老人保健施設）

〒566-0054 大阪府摂津市鳥飼八防2-7-12 
電話 072-650-1300　　ＦＡＸ 072-650-1133

摂津特養ひかり

（特別養護老人ホーム）

〒566-0054 大阪府摂津市鳥飼八防2-7-12
電話 072-650-1117　　ＦＡＸ 072-650-1133

摂津ひかりの家

（グループホーム・認知症対応型共同生活介護） 

〒566-0033 大阪府摂津市学園町2-10-15 
電話 072-638-6622　　ＦＡＸ 072-638-6601

摂津ひかり苑

（ケアハウス・新型軽費老人ホーム） 

〒651-0084 兵庫県神戸市中央区磯辺通1-1-28 
電話 078-351-2253　　ＦＡＸ 078-351-3053

神戸海岸特養
ケアセンター
（特別養護老人ホーム・介護付ケアハウス・在宅介護事業） 

〒650-0046 兵庫県神戸市中央区港島中町4-8 
電話 078-303-8700　　ＦＡＸ 078-303-8701

ポート愛ランド。
　 老 　 健 　

ひかりメディカルグループ
Hikari  Medical  Group

〒571-0007 大阪府門真市北岸和田1-14-23
電話 072-887-1101　　ＦＡＸ 072-887-1102

門真レジデンス
ひ か り

（高齢者向け優良賃貸住宅）

伊豆慶友病院

（救急・労災指定）

伊勢メディケアセンター
　ひかりの橋　
（サービス付き高齢者向け住宅・特定施設入居者生活介護）
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編 集 後 記

　先日ちょっとした用事で病院外に出掛ける機会がありました。

普段病院の中で働いていると中々気づかないのですが、近隣の

会社・商店で働く方々や、学校帰りの子供達が忙しく行き交う

風景に触れると、改めて病院が地域社会の中に在る事を感じます。

地域連携には近隣の医療・介護に携わる皆様の他、たくさんの方

の協力が不可欠です。この年報がそのためのささやかな一助にな

れば幸いです。

　今年もどうやら無事に発刊することができました。皆様方の並々ならぬご支援とご協力を賜りました

ことを厚く御礼申し上げます。

寝屋川ひかり病院　広報委員会

ひかり
メディカル
グループ
（ＨＭＧ）

（医）全　心　会

（医）柏　友　会

（社）成　晃　会

〒566-0054 大阪府摂津市鳥飼八防2-3-8 
電話 072-654-8888　　ＦＡＸ 072-654-7878

摂津ひかり病院

（救急・労災指定）

〒410-3215 静岡県伊豆市月ヶ瀬380-2 
電話 0558-85-1800　　ＦＡＸ 0558-85-1801

老健つきがせ

（介護老人保健施設）

〒572-0025 大阪府寝屋川市石津元町12-20 
電話 072-829-3331　　ＦＡＸ 072-829-3339

寝屋川ひかり病院

（救急・労災指定）

〒516-0041 三重県伊勢市常磐2-7-28
電話 0596-22-1155　　ＦＡＸ 0596-22-3003

伊勢慶友病院

（救急・労災指定）

〒516-0041 三重県伊勢市常磐2-4-35
電話 0596-72-8080　　ＦＡＸ 0596-72-8081

〒410-3215 静岡県伊豆市月ヶ瀬380-2
電話 0558-85-1701　　ＦＡＸ 0558-85-1810

〒573-1121 大阪府枚方市楠葉花園町4-1 
電話 072-809-0005　　ＦＡＸ 072-809-2121

柏友会楠葉病院

（救急・労災指定）

〒560-0003 大阪府豊中市東豊中町2-2-22 
電話 06-6840-2333　　ＦＡＸ 06-6840-2334

東豊中ひかりの家

（グループホーム・認知症対応型共同生活介護） 

〒571-0007 大阪府門真市北岸和田1-2-23
電話 072-883-2141　　ＦＡＸ 072-883-2144

柏友会クリニック

（診療所）

〒571-0007 大阪府門真市北岸和田1-14-23 
電話 072-887-6780　　ＦＡＸ 072-887-6782

門真老健ひかり

（介護老人保健施設）

〒566－0042 大阪府摂津市東別府5-2-45 
電話 06-6340-1155　　ＦＡＸ 06-6340-6161

摂津老健ひかり

（介護老人保健施設）

〒566-0054 大阪府摂津市鳥飼八防2-7-12 
電話 072-650-1300　　ＦＡＸ 072-650-1133

摂津特養ひかり

（特別養護老人ホーム）

〒566-0054 大阪府摂津市鳥飼八防2-7-12
電話 072-650-1117　　ＦＡＸ 072-650-1133

摂津ひかりの家

（グループホーム・認知症対応型共同生活介護） 

〒566-0033 大阪府摂津市学園町2-10-15 
電話 072-638-6622　　ＦＡＸ 072-638-6601

摂津ひかり苑

（ケアハウス・新型軽費老人ホーム） 

〒651-0084 兵庫県神戸市中央区磯辺通1-1-28 
電話 078-351-2253　　ＦＡＸ 078-351-3053

神戸海岸特養
ケアセンター
（特別養護老人ホーム・介護付ケアハウス・在宅介護事業） 

〒650-0046 兵庫県神戸市中央区港島中町4-8 
電話 078-303-8700　　ＦＡＸ 078-303-8701

ポート愛ランド。
　 老 　 健 　

ひかりメディカルグループ
Hikari  Medical  Group

〒571-0007 大阪府門真市北岸和田1-14-23
電話 072-887-1101　　ＦＡＸ 072-887-1102

門真レジデンス
ひ か り

（高齢者向け優良賃貸住宅）

伊豆慶友病院

（救急・労災指定）

伊勢メディケアセンター
　ひかりの橋　
（サービス付き高齢者向け住宅・特定施設入居者生活介護）
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寝屋川ひかり在宅センター

　　◎寝屋川ひかりケアプランセンター（事業所番号　277030291）

住所	 〒 572-0025 大阪府寝屋川市石津元町 12-12 ヒルズシティ寝屋川 102 

TEL	 (072） 812-2081

FAX	 （072） 812-2083

　　◎寝屋川ひかりヘルパーステーション（事業所番号　2770303929）

住所	 〒 572-0025 大阪府寝屋川市石津元町 12-12 ヒルズシティ寝屋川 102 

TEL	 （072） 830-0030

FAX 	（072） 830-0031

寝屋川ひかり病院（事業所番号　2710305430）

住所	 〒 572-0025　大阪府寝屋川市石津元町 12 ｰ 20

TEL	 （072） 829-3331

FAX 	（072） 829-3339

フリーダイヤル　0120-29-3336

ホームページ　　http://www.neyagawahp.com/

　　※　在宅医療（訪問診療・訪問看護・訪問リハ）、通所リハもあります

「ひかり」とロゴマークの由来

　「ひかり」の名称には、二つの意味が込められています。

　一つは、地域に医療のひかりを、という願い。もう一つ

は、太陽と月のひかりを表し、昼も夜も２４時間受け入れ

体制を整えていることです。

　ひかり病院の共通のマークは、この太陽と月をイメージ

したものです。

　～　ひかりメディカルグループ　～

http://www.hikari.or.jp/

HMG




